
令和８年５月１５日 

於：梅丘パークホール 

第１回 世田谷区本庁舎等における区民利用・交流拠点施設  

みどり部会 

 

１ 開 会 

 

２ 挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 会議の進め方について  

 

５ 議 題 

（１）報告案件 

① 準備会から委員会への引継ぎ事項 

ア．施設運営にあたっての確認事項 

イ．準備会での主な議題 

② 開設までのスケジュール及び部会での主な議題について 

③ ４月７日事業運営委員会の報告 

             

（２）審議案件 

① オープニングイベント（みどり活動）の企画（参画）検討 

② 庁舎の緑化状況と区民参加について 

 

６ 次回の日程等 

 

【配布資料】 

１ 部会各議題資料一式（資料１～１０、区民利用・交流拠点施設利用案内（案）） 



No 分類 活動ジャンル 氏名 役職・所属団体等

1 中間支援組織 団体支援 荒井　千鶴 公益財団法人世田谷トラストまちづくり

2 区内活動団体 みどり 大坪  義明 世田谷みどり３３協働会議事務局長

3 区内活動団体 みどり 湧口　善之 一般社団法人街の木ものづくりネットワーク代表理事

4 学生（若者） ― 松澤 櫻太朗 東京農業大学

5 学生（若者） ― 堀　集人 駒沢大学ボランティアサークル(学生ボランティアネットワーク）　

6 行政（代表） ― 北村　正文 庁舎管理担当課長

7 行政 ― 笠原　聡 みどり政策課長

8 行政 ― 伊藤　祐二 市民活動推進課長

9 運営事業者 ― 上遠野　めぐみ 区民交流スペース等運営事業者

世田谷区本庁舎　区民利用・交流拠点施設
みどり 部会　委員名簿

み
ど
り
　
部
会

資料１－１



運営方法について

（仮称）事業運営委員会　委員名簿（案）

No 分類 活動ジャンル 氏名 役職・所属団体等 議題等

1 学識経験者　 デザイン、市民参加 齋藤　啓子 武蔵野美術大学名誉教授

2 学識経験者　 文化・芸術 曽田　修司 跡見学園女子大学マネジメント学部マネジメント学科教授

3 学識経験者　 みどり 福岡　孝則 東京農業大学地域環境科学部造園科学科教授

4 区内活動団体 区民活動 柴田　真希 ＮＰＯ法人まちこらぼ代表理事

5 区内活動団体 区民活動、子ども 松田　妙子 NPO法人せたがや子育てネット代表理事

6 区民（公募） ー 土屋　優介 公募区民（１８歳～３９歳対象）

7 区民（公募） ー 岡 悠人 公募区民（１８歳～３９歳対象）

8 運営事業者 ー 施設長 区民交流スペース等運営事業者

9 行政 ー 部長 生活文化政策部長

10 行政 ー 課長 市民活動推進課長

No 分類 活動ジャンル 氏名 役職・所属団体等 議題等

1 中間支援組織 団体支援 代表者 社会福祉法人世田谷ボランティア協会

2 中間支援組織 団体支援 代表者 社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会

3 中間支援組織 団体支援 代表者 一般財団法人世田谷トラストまちづくり

4 区内活動団体 賑わい創出等 石山　恭子 ＮＰＯ法人子育て支援グループamigo理事長

5 区内活動団体 シニア活動 河上　勇 生涯現役フェア実行委員長

6 区内活動団体 障害者関連団体 村井　やよい 世田谷区障害者福祉団体連絡協議会会長

7 学生（若者） ー 酒井　希埜 明治大学ボランティアサークル「Relief」(学生ボランティアネットワーク）

8 学生（若者） ー 池田 煌汰朗 国士舘大学　ＮＰＯ法人国際ボランティア学生協会(ＩＶＵＳＡ)

9 行政（代表） ー 課長 市民活動推進課長

10 行政 ー 課長 障害施策推進課長

11 運営事業者 ー 施設長 区民交流スペース等運営事業者

1 中間支援組織 団体支援 代表者 公益財団法人せたがや文化財団

2 区内活動団体 賑わい創出等 検討中 「文化・芸術関係」区内団体関係者

3 区内活動団体 検討中 「文化・芸術関係」区内団体関係者

4 行政 ー 課長 文化・国際課長

No 分類 活動ジャンル 氏名 役職・所属団体等 議題等

1 中間支援組織 団体支援 代表者 一般財団法人世田谷トラストまちづくり

2 区内活動団体 みどり 大坪  義明 世田谷みどり３３協働会議事務局長

3 区内活動団体 みどり 湧口　善之 一般社団法人街の木ものづくりネットワーク代表理事

4 学生（若者） ー 松澤 櫻太朗 東京農業大学

5 学生（若者） ー 堀　集人 駒沢大学ボランティアサークル(学生ボランティアネットワーク）　

6 行政（代表） ー 課長 庁舎管理担当課長

7 行政 ー 課長 みどり政策課長

8 行政 ー 課長 市民活動推進課長

9 運営事業者 ー 施設長 区民交流スペース等運営事業者

区民利用・交流拠点施設　事業運営委員会構成等

委員一覧表

令和８年４月～

み
ど
り
　
部
会

【主な議題】
〇運営上の課題に対する企画・支援

〇屋上区民花壇等の区民参加事業につ
いて

〇「（仮）市民活動フェアイベント（みどり
活動）」の  企画（参画）検討

〇利用状況等の把握と検討

【開催頻度】
年３回程度

「
区
民
活
動
・
交
流

」
及
び

「
文
化
・
芸
術

」
　
部
会

区
民
活
動
・
交
流

【主な議題】
〇運営上の課題に対する企画・支援

〇施設の活性化に向けた企画検討

〇「（仮）市民活動フェアイベント」の企画
（参画）検討
※上記イベントには文化・芸術に参加・
体験できたり、地域アーティストや文化
団体と連携し活躍の場を提供するよう
な内容も検討する。

〇利用状況等の把握と検討

【開催頻度】
年３回程度

文
化
・
芸
術

【主な議題】
〇事業運営方針の策定・改定等
〇年間事業計画の検討
〇拠点施設の利用ルール等の検討
〇拠点施設の利用状況の共有（日常の
利用状況、アンケート結果分析等の確
認）
〇施設運営上の課題に対する部会への
助言

【開催頻度】
年３回程度

委
員
会

部会が中心となり

（仮）市民活動フェアイベン

ト等の企画・検討

（仮）市民活動

フェアイベント等

事業実施

「（仮）市民活動フェアイベント」等の事業実施・運営のイメージ

運営事業者
（区民交流スペース等）

委員会

（仮）市民活動フェアイベント等準備・調整

各部会

事務局運営

全体調整

方針・方向性を

示す

拠点施設利用登録

団体への参画呼びかけ

協力団体への呼びかけ

部会メンバーから関係

団体への参画呼びかけ

区民（団体）

参加による運営
※運営側に団体をで

きるだけ巻き込む区

民主体の運営

部会

報

告

助

言

【任期について】

任期は２年とする。再任は可能だが、２回までとする（最長６年）。委員に欠員が生じた場合は、補

欠委員を置くことができる。補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。

報

告

助

言

【柔軟な委員会運営】

●クロスオーバー参加
委員会、部会双方への参加（報償費なし）や、部会委員の別の部会への参加も可能（任命事由がある場合、クロスオー

バー参加可、報償費あり）

●検討部会設置
委員会委員、部会委員以外に、その時の検討議題に合わせて専門性のある方などに委員会、又は部会参加していた

だくことも可能（委員会、部会が招へいした場合、報償費あり）

資料１－２

【具体的な運営方法】

●委員長について
・委員会に委員長、副委員長を置く。

・部会には部会長等は設置しない。

●部会の役割
・施設の魅力とつながりを高め利用を広げるための企画、支援を行う。

①施設の利用状況を把握し課題と活性化策を検討する。

②メンバーのネットワークを活かし参画体制を広げる。

③状況に応じて事業を企画・実施する（（仮）市民活動フェア等）

・運営事業者の事業運営に対して助言し方向性を示す等の指南役

・部会の総理は各部会事務局が行うとし、また行政各所管は協力・連携する。

【子ども・若者からの意見集約】

●区民委員（１８歳～３９歳）の設置
・若い世代ならではの発想や意見を交流拠点施設事業に反映し、当該世代の方の参加も広げていきたいとの趣旨か

ら１８歳～３９歳に限定した区民委員を委員会に設置する。

●子どもからの意見集約
「意見箱を交流スペースに設置しての子ども向け利用アンケート」、「利用団体（子ども関連団体）へのヒアリング」「子

ども対象イベント実施時のアンケート」などにより意見聴取を行い、結果を委員会に共有して事業運営にフィード

バックする。
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資料１－３ 

世田谷区本庁舎等における区民利用・交流拠点施設事業運営委員会設置要綱 

令和８年３月１６日 

７世市活第８２６号 

（目的及び設置） 

第１条 本庁舎等において整備する区民会館、区民交流スペース、広場、屋上庭園等の多様な区民 

利用・交流拠点施設で行う事業（以下「区民利用・交流拠点施設事業」という。）」の運営におけ

る情報及び課題を関係者が共有し、並びに改善策を話し合う場とする、世田谷区本庁舎等におけ

る区民利用・交流拠点施設事業運営委員会（以下「運営委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 運営委員会は、次に掲げる事項について検討する。 

(１) 区民利用・交流拠点施設事業の運営及び事業の内容に関すること。 

(２) 前号に掲げるもののほか、委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 運営委員会は、委員会並びに区民活動・交流部会及び文化・芸術部会、みどり部会（以下 

「部会」という。）をもって構成する。 

２ 委員会の委員は、次に掲げる者 11 名以内をもって組織し、区長が委嘱し、又は任命する。 

(１) 学識経験者 

（２） 区内活動団体代表者 

（３） 区内に在住、在勤又は在学する公募により選出した者 

（４） 区民利用・交流拠点施設事業運営業務委託受託者 

(５) 区職員のうち、別表に掲げる職にある者 

(６) 前各号に掲げる者のほか、区長が必要と認めた者 

３ 部会の委員は、次に掲げる者 11 名以内をもって組織し、区長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 区内活動団体代表者 

（２） 区内在住、在学の大学生 
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（３） 区民利用・交流拠点施設事業運営業務委託受託者 

（４） 区職員のうち、別表に掲げる職にあるもの 

(５) 前各号に掲げる者のほか、区長が必要と認めた者 

４ 区長は、区内活動団体に対して、委員会又は部会の出席者の推薦を依頼することができる。こ

の場合において、当該推薦を受けた出席者は、その委員会又は部会に限り委員とみなす。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務 

を代理する。 

４ 部会の総理は事務局において処理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、部会は、事務局が招集する。 

２ 委員会及び部会は、委員２分の１以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、委員長の決するところ 

による。 

４ 部会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、委員会に報告し、委員長

の決するところによる。 

５ 部会は、審議の経過及び結果を委員会に報告するものとする。 

６ 委員会及び部会は公開とする。ただし、委員会及び部会が必要と認めたときは、非公開とする 

ことができる。 

（任期） 

第６条 委員会及び部会の委員の任期は、委嘱又は任命の日から２年とし、再任は、２回までとす

る。 

２ 委員会及び部会の委員に欠員が生じた場合は、補欠委員を置くことができる。この場合におい
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て、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（関係者の出席） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の関係者の出席を求め、その 

説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（検討部会） 

第８条 委員長は、必要があると認めるときは、検討部会を置くことができる。 

２ 検討部会の組織その他運営に関して必要な事項は、委員長が定める。 

（事務局） 

第９条 運営委員会の事務局は、生活文化政策部市民活動推進課において処理する。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、運営委員会の運営に関する事項その他必要な事項は、委

員長が定める。 

附 則 

１ この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

１ 委員会  

生活文化政策部長 

生活文化政策部市民活動推進課長 

 

２ 部会  

区民活動・交流部会 生活文化政策部市民活動推進課長 

障害福祉部障害施策推進課長 

文化・芸術部会 生活文化政策部文化・国際課長 

みどり部会 庁舎整備担当部庁舎管理担当課長 

みどり３３推進担当部みどり政策課長 

生活文化政策部市民活動推進課長 

 

 



 

会議の進め方について 

 

１ ラウンドテーブル方式等を取り入れた話しやすい雰囲気づくり 

 

【事業者提案事項】 

 

 

２ 進行、運営方法の変更 

（目的） 

委員の発言時間の確保、区事務局の 1 問１答形式の廃止、合議制による会議運営方式の導入 

（内容） 

・進行は事業者事務局が行う。 

・事業者は組立ての事前検討・調整を区と協議の上行い、当日は適宜委員のフォロー、GW のファ 

シリテーター等を行う。 

・区事務局は、各委員と同じ立場で必要に応じて発言する。 

  

例）例えばオープニングイベントが議題の場合は、出た意見を踏まえて委員会としての方向性や結

論を進行役が中心となり決めていく。 

 

 

３ オープニングイベント参加団体との調整状況の共有について（アプリシステムの導入） 

（目的） 

 ・委員が随時進捗状況をアプリで把握することができる 

 ・委員会や部会前に大量の資料等を共有することを避けられる。 

（内容） 

 ・コミュニケーションアプリを導入し、委員会、部会の開催の間に行っている団体とのイベントの調

整状況を各委員が把握できるようにする。 

資料２ 



〇区民利用・交流拠点施設運営にあたっての確認事項

No. 運営にあたっての確認事項

原則無料・予約不要・営利可能な場づくり

（解説）
施設や備品を原則無料かつ予約不要・当日申請で利用可能とするが、先着順により特定の団体等が
占有することがないよう、予約が必要な活動は事前相談を必須とし、事前相談では区民参加・交流・
協働につながるよう利用調整を行う。また、賑わいの創出を通じた交流の促進が見込まれれば営利
での活動も妨げない。

定期的かつ魅力的なイベントの実施・気軽に立ち寄れる場づくり

（解説）
開庁時や閉庁時に関わらず定期的かつ魅力的なイベント実施等により賑わいを創出する。また、イベ
ント実施だけでなく区役所に来られた様々な方々が気軽に立ち寄れ、思い思いの時間を過ごせるよ
うな空間づくりを行う。

柔軟に見直し（トライ＆エラー）が可能な施設運営

（解説）
ルール等は固定化しすぎず、随時利用団体や区民からの意見徴取、利用状況等の分析を行い、区、運
営事業者、区民、団体で構成する（仮称）事業運営委員会で一体的に協議し、適宜柔軟に見直し（トラ
イ＆エラー）を図る。また、新たな人材を育成し、次世代との循環を図るため、委員は再任の回数を制
限するなど長期の固定化を避ける。

チャレンジ・バージョンアップ・マッチング

（解説）
活動経験の有無に関わらず、新たな活動へのチャレンジや、よりよい活動へのバージョンアップを促
すため、相談対応を通して、実施に向けての企画提案・助言や、関連する団体や区所管へのマッチン
グ、活動の情報発信などを行う。

区民、団体、区職員がオープンな活動に参加し、交流や協働を育み、課題解決に寄与

（解説）
本庁舎にある利点を生かし、区民、団体、区職員が区民交流スペースを中心としたオープンな活動に
積極的に参加し、そこで交流や協働が生まれ、広がることにより、区や地域が抱える課題や区民や団
体のニーズをより的確に捉え、施策への反映や課題の解決にも繋げていく。

区及び運営事業者が中心となって、区民、団体、区をつなぐ

（解説）
区（市民活動推進課）及び運営事業者は、場の提供や情報発信、相談対応等の団体活動の支援を始
め、区民、団体、区関係所管とのマッチングや交流の機会を創出するつなぎ役の機能を担う。

1

2

3

4

6

5

区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎

本庁舎等整備基本構想に掲げる基本的方針

基本方針に基づく事業概要

本資料は、施設の運営にあたり根幹となる事項を明確化し、様々な事項を決定する上での軸とし、ま

た、委員や区職員が交代してしまってもこれまでの検討の積み上げを継承していくことを目的に作成

したものであり、重要事項の決定やメンバー交代の際などに逐次、共有するものとする。
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区民利用・交流拠点施設　全体スケジュール

年度

区民利用・交流拠点施設　準備会での主な議題について

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

事業運営委員会
準備会

2期工事竣工 令和8年9月18日頃▼ ▼令和8年11月 区民利用・交流拠点施設 開設予定

事業運営委員会 準備会

事業運営委員会

事業運営委員会 各部会
「区民活動・交流部会」「文化・芸術部会」「みどり部会」

▼8月 第4回準備会

・施設全体の利用ルール確認③

・オープニングイベント確認②、規模決定

▼2月 第5回準備会

・オープニングイベント確認③→（仮称）事業運営委員会及び部会で継続して検討

・年間事業計画確認→（仮称）事業運営委員会で継続して検討

・事業運営委員会・部会への引継ぎ（令和８年度からの事業運営委員会・部会の進め方について、東棟屋上庭園区民花壇等の活用について）

主な議題

（予定）

次年度予算要求

資料４

▼12月26日 第1回準備会

・施設事業コンセプト確認①

・運営委託募集要項項目確認、決定→3月事業説明会、8月事業者公募に繋げる

・（仮称）事業運営委員会構成等確認①

▼3月25日 第2回準備会

・施設事業コンセプト確認②、決定

・施設全体の利用ルール確認①

・スペースごとの活用及び備品確認①

▼5月 第3回準備会

・（仮称）事業運営委員会構成等確認②、決定

・施設全体の利用ルール確認②

・スペースごとの活用及び備品確認②

・オープニングイベント確認①、愛称募集確認①

利用憲章はオープニングイベントとあわせて検討、施設利用ルールは

８月利用受付開始に向けて（仮称）事業運営委員会で継続して検討



区民利用・交流拠点施設　全体スケジュール

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月

区民利用・交流拠点施設　開設までの運営委員会・部会スケジュールと主な議題について

年度 令和8年度

事業運営委員会

「区民活動・交流」、
「文化・芸術」部会

令和9年度

みどり部会

2期工事竣工 令和8年9月１８日(予定)▼ ▼令和8年11月 区民利用・交流拠点施設 開設予定

▼施設開設

▼オープニングイベント

11/3～11/23

20日間の実施

資料５

▼４/7 第1回委員会

・会議の進め方について

・準備会から委員会への引継ぎ議題

ア．愛称募集（案）について

イ．オープニングイベントの検討

ウ．R８年度年間事業計画の共有・承認

・利用システムについて

▼３月 第３回委員会

・部会検討状況の共有

・OPイベント及び施設利用状況の振り返り

（日常利用・アンケート結果分析等）

・R９年度「年間事業計画」の検討、確認・承認

▼５/12 第1回「区民活動・交流、文化部会」

・オープニングイベントの企画（参画）検討、全体振付

・「利用憲章（案）」の検討

・OPイベントでの課題解決テーマ設定の具体化

・シェード作成検討

▼７月 第２回「区民活動・交流、文化部会」

・オープニングイベントの企画・参画検討、全体振付

・R９年度「市民活動フェア」企画（参画）検討

・「利用憲章（案）」の確定

・OPイベントでの課題解決テーマ設定の具体化

・シェード作成検討

▼２月 第３回「区民活動・交流、文化部会」

・オープニングイベントの振り返り

・利用状況の把握・検討

・R9年度の施設の活性化に向けた企画・検討

・R9年度「(仮)市民活動フェア」企画（参画）検討

▼５/15 第1回「みどり部会」

・オープニングイベント(みどり活動)の企画（参画）検討

・屋上区民花壇等の区民参加事業について

▼７月 第２回「みどり部会」

・オープニングイベント(みどり活動)の企画（参画）検討

・屋上区民花壇等の区民参加事業について

・R9年度「市民活動フェア(みどり活動)」企画（参画）検討

▼２月 「第３回みどり部会」

・オープニングイベント(みどり活動)の振り返り

・屋上区民花壇等の区民参加事業について

・R9年度の施設の活性化に向けた画・検討

・R9年度「（仮）市民活動フェア(みどり活動)」企画（参画）検討

▼８月 第２回委員会

・R９年度年間事業計画の提案・意見交換

（公用・団体利用集約、事業者提案事項）

・R９年度「市民活動フェア」企画（参画）検討

・愛称募集(案)最終決定

・事業運営方針の策定（確認事項・区が取組むことを整理）

次年度予算要求

次年度予算要求

次年度予算要求

▼５月 第１回委員会（R９年度）

・部会検討状況の共有

・前年度成果を踏まえた本年度以降の

目標及び方針の確認

・中長期的な課題の検討

▼４月 第1回「区民活動・交流、文化部会」

（R９年度）

・施設の活性化に向けた企画・検討

・(仮)市民活動フェア」企画（参画）検討

▼４月 第1回「みどり部会」（R９年度）

・施設の活性化に向けた企画・検討

・屋上区民花壇等の区民参加事業について

・「市民活動フェア(みどり活動)」企画（参画）

検討

委員会での検討から部会の検討へ変更

（具体的な利用をイメージした検討とな

るため）

「利用ルール素案」と予定していた議

題は、「利用システム」として微修正。

第1回で予定していた「事業運営法方

針の策定」は第２回の議題に変更。
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４/7 第１回事業運営委員会検討報告 

１．事業運営委員会の設立と運営方針 

（１）新体制の発足 

・第 1 回世田谷区本庁舎等における区民利用交流拠点施設事業運営委員会が開催され、 

曽田委員長、齋藤副委員長が選出 

（２）運営方式の変更 

・ラウンドテーブル方式を導入し、話しやすい雰囲気作りを重視 

・一問一答式を廃止し、合議制による運営方式を採用 

・運営事業者が会議の組み立てと進行をサポート 

（３）情報共有の改善 

・コミュニケーションアプリを導入し、オープニングイベントの調整状況を随時共有（予定） 

 

２．施設運営にあたっての確認事項（準備会からの引継ぎ事項）の確認 

（１）利用の基本原則 

 ・原則無料で予約不要、気軽に立ち寄れる場作りを目指す 

 ・トライアンドエラーが可能な施設運営を実施 

 ・区民団体と区職員がオープンな活動に参加し、交流や協働を推進 

 ・新たな活動へのチャレンジや活動のバージョンアップ、マッチング支援を提供 

・汽水域としての活動拠点を目指す 

３．利用受付システム 

（１）システム概要 

・区の公式 LINE を活用したわかりやすい予約システムを構築中 

（２）予約スケジュール 

・8 月に利用案内を送付、9 月から予約受付開始 

基本的に 1 年後の利用について一括受付を実施 

・世田谷区民会館の予約受付と合わせて調整し、抽選結果を踏まえて決定 

 

４．オープニングイベント計画 

（１）オープニングイベント開催期間 

・１１月 3 日（火・祝）から２３日（月・祝） 

（２）参加団体 

・現在 23 団体が参加予定（４月７日時点）、音楽を通じた社会貢献活動団体が多数 
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（３）実行委員会の設置 

・イベント全体をディレクションする実行委員会の設置が必要 

・企画段階から関わりたい団体が 5 団体程度存在 

・事業運営委員会からも実行委員への参加意向あり 

（４）課題と改善点: 

・マジョリティである若い世代や子育て世代の参加促進が必要 

 いままで市民活動に直接接点が無くても、参加することに興味を持ってもらえるように 

することが重要 

・松陰神社商店街周辺との連携による集客力向上 

・子どもが主役となるイベントの企画検討 

 

５．令和 8 年度事業計画 

（１）広場等を活用した賑わい創出事業 

・各団体と調整して実施 

（２）研修事業 

・開設前のスタッフ研修 

・開設後の職員・区民向け研修 

（３）情報蓄積と活用 

  ・FM 世田谷との連携、世田谷まちづくりアーカイブスの設置 

・「今日は○○さん」を中心として、多様な交流促進を年間 150 日間、開催予定 

・若い世代の参画促進、地域コーディネーター研究会の実施 

 

６．今後の対応事項 

・4 月２６日（日）参加団体の対面交流会を開催 

・利用憲章案の作成及び部会検討 

・実行委員会設置に向けた具体的な枠組みを検討 

・近隣商店街・連合会への挨拶 

・オープニングイベントのキャッチコピーとテーマを実行委員会にて検討 



９年度
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

全体スケジュール

参加申し込み団
体、区公用事業と
の調整

愛称募集

（仮称）利用憲章

令和７年度
項目

令和８年度

オープニングイベントスケジュールについて

▼第4回準備会（8月27日）

・概要、実施方法等について

意見集約

▼第5回準備会（2月）

・予算及び委託仕様を

踏まえ、進め方等の

再調整・決定

▼第1回委員会（4月）

▼第1回各部会（5月）

・内容の確認・検討

▼第2回各部会（7月）

・内容の確認・検討

▼第2回委員会（8月）

団体との利用調整

施設全体を活用した区民参加型事業の検討

（案 屋外用のシェードの作成）
周知・PR

●庁内（外郭含む）

公用申請受付・調整

●区内活動団体向け

周知・参加受付開始

▼1/8参加団体へ申し込み状況や

今後の進め方等をメール

申込受付（随時）

区と運営事業者がニーズや部会等の

意見を踏まえ、イベント全体を利用調整。

複数回リモート等での打ち合わせを随時行う。

区公用事業とマッチングした団体とを

つなぐ（協働）

▼3/4参加団体へのイベントの説明、

意見交換（対面またはリモート）

▼4/26参加団体と区の顔合わせ、

交流会等にて企画内容を具体化

▼1/9～16準備会委員

に事前の意見集約

企画段階から団体へ参

加を促し、区と団体と協

働で作り上げていく。

〇施設がまだなく、応募者がイメージしづらいことから、施設

開設とあわせ募集し、令和8年度末までに決定する。

〇仮称を委員会で決定し、考える一助にしていただく

案 施設全体⇒協働プレイス 屋内⇒協働ラボ

屋外⇒協働スクエア 屋上⇒協働ガーデン

進め方、考え方

進め方、考え方

〇施設の意義や理念を理解いただくため、禁止行為や遵守事項ではなく、

（仮称）利用憲章を作成し、施設に掲示する。

〇作成にあたっては、委員会で素案をまとめ、オープニングイベント期間中に

区民参加のワークショップにて複数回検討し、オープニングイベントフィナーレイ

ベント時（11月23日最終日）にお披露目する。

進め方、考え方

▼第1回委員会（4月）

愛称募集（案）の確認・検討

▼第5回準備会にて

意見集約状況報告

▼第2回委員会（8月）

愛称募集（案）の確定

イベント終了後も、定期的に交流を図り、

令和９年度市民活動フェアイベントの参加や

継続的な施設利用を促す。

令和９年度市民活動フェアイベントの検討

▼第3回各部会（2月）

・出店内容の確認・検討

▼第3回委員会（3月）

施
設
開
設
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

愛称募集

(施設見学可)
選定

▼第3回委員会（3月）

と同日に選定委員会を

実施し、愛称決定

愛称決定後、サイン等の変更

ロゴ等の作成

▼その他、特定の課題（ごみ処理や紙のデジタル化）への対応や、イベント期間中の活動内容や結果、反省点等について団体から団体へ

引き継いでいくような企画も検討する。

▼第1回各部会（5月）

・素案の確認・検討

複数回WS

⇒決定
施設内に掲示、団体登録等の際に説明

▼利用受付開始（8月）

利用案内配布、利用受付シス

テム公開

利用ルール検討、利用案内、利用受付システム構築

資料７－１

▼第2回各部会（7月）

・素案の確定

委員会での検討から部会の検討へ

変更（具体的な利用をイメージした

検討となるため）
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資料８－１ 

オープニングイベント参加団体 交流会 

 

１．目的 

オープニングイベント参加団体同士の顔合わせおよび相互理解を深め、今後のコラボレーシ

ョンや連携につながるきっかけづくりの場とする。 

 

２．開催概要 

日 時：２０２６年４月２６日（日）１３：００～１６：００ 

会 場：せたがやイーグレットホール 2 階ラウンジ 

参加者：オープニングイベント参加団体（参加数：２０団体 ２５名） 

主 催：世田谷区 

進 行：事業者（㈱ＪTB コミュニケーションデザイン、㈱世田谷サービス公社） 

 

３．次第 

（１）オープニングイベント方針説明 

（２）新庁舎プチ見学ツアー 

（３）団体自己紹介 

（４）交流タイム 

 

４．オープニングイベントの方針 

（１）基本目的 

•施設をさまざまな使い方で実際に使用してみること 

•今後継続的に使用していくことに繋げること 

•区民の「やってみたい」を支える施設として実現に繋げること 

（２）運営方針 

•施設利用者ではなく、みんなで工夫して作っていく場所として位置づけ 

•各団体の「やってみたい」を共有 

・新たな交流を生み出すことを重視 

•参加者主体の実行委員会形式で進行 
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資料８－１ 

５．全体交流会 

（１）実施結果 

・参加団体同士が直接つながる貴重な場となり、連携により可能性が広がった 

・分野別の連携、関心テーマに分かれオープニングイベントや拠点の利用について 

 以下６グループに分かれて意見交換 

（事務局より補足：アイディアや希望を共有のため、決定事項ではありません。） 

①子育て支援・相談の場づくり 

 ・子育て世代に対するミニ相談会 

 ・他団体とコラボして子育てイベントの開催 

②若者の居場所づくり 

 ・各団体が様々なアイディアや意見を共有し、オープニングイベントのみならず 

  イベントスペース活用に向けた企画を検討 

③高齢者を含めた多世代交流 

 ・各団体が開催しているイベントの悩みを共有 

 ・新しくオープンするスペースを利用した、イベントスペースの確保 

 ・団体の活動を実現するため、助成金の活用 

④障害者支援 

 ・ボッチャやゴルフなどで障害者の活動支援 

 ・障害のある子どもたちの発表の舞台とした、新しいスペースの利用方法の検討 

⑤音楽・地域文化の活性化 

 ・１１月１０日（火）交流スペースを舞台仕様にする 

 ・団体同士で一緒にステージを作りたい 

 ・音量の工夫をする（住宅側に音がいかないよう気を付ける） 

⑥NPO 活動の連携・情報共有（ボランティア等） 

 ・価値観やイベントへの関心の違いから、集客に課題があるため、各団体で連携 

し、アイディアを出し合いながら協力体制を構築 

・会場利用方法や施設でのイベント時の運用ルールについての確認 

 

６．今後の流れ 

・各団体からの企画検討進捗の確認（５月１１日（月）までに第１案提出） 

・オープニングイベントに向けた実行委員会設置の検討 

・継続的な情報共有ツールの導入検討 



交流会での様子 資料８－２



委員会

部会
区民活動・交流部会
及び文化・芸術部会

部会
みどり部会

オープニングイベント
実行委員会

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員

オープニングイベント
参加団体
（約３０団体）

○○
●●
△△△
……
……

アイデアや提案等で実行
委員会をサポート

アイデアや提案、部会員
のネットワークを通じて
団体紹介するなど、実行
委員会をサポート

実行委員への参加・連携

自団体の活動だけでな
く、OPイベント全体の企
画、ディレクションに関
わってくれる方は実行委
員会に参加

●部会の役割
・施設の魅力とつながりを高め利用を広げるための企画、支援を
行う。

①施設の利用状況を把握し課題と活性化策を検討する。
②メンバーのネットワークを活かし参画体制を広げる。
③状況に応じて事業を企画・実施する（（仮）市民活動フェア等）

・運営事業者の事業運営に対して助言し方向性を示す等の指南役
・部会の総理は各部会事務局が行うとし、また行政各所管は協力・
連携する。

【OPイベント実行委員会の進め方】
・実行委員会を中心に、イベント全体の企画検討や利
用調整を、区と運営事業者がサポートしながら行う。
・イベント当日に向けて、適宜会議を対面だけでなくリ
モートやコミュニケーションアプリ等を活用しながら実施
していく。

令和８年度 オープニングイベント実行委員会のイメージ

【区民活動・交流部会及び文化・芸術部会の主な議題】
〇運営上の議題に対する企画・支援
〇施設の活性化に向けた企画検討
〇「（仮）市民活動フェアイベント」の企画（参画）検討
※上記イベントには文化・芸術に参加・体験できたり、地域アーティストや
文化団体と連携し活躍の場を提供するような内容も検討する。
〇利用状況等の把握と検討

【みどり部会の主な議題】
〇運営上の議題に対する企画・支援
〇屋上区民花壇等の区民参加事業について
〇「（仮）市民活動フェアイベント（みどり活動）」の企画（参画）検討
〇利用状況等の把握と検討

【5/12 区民活動・交流部会の議題】
・オープニングイベントについて
・利用憲章（案）について
・オープニングイベントでの課題（ゴミ対応など）を設定した取
り組みについて
・広場のマルシェシェード作成について

【5/15 みどり部会の課題】
・オープニングイベント（みどり活動）の企画（参画）検討
・屋上区民花壇等の区民参加事業について

【オープニングイベントに対する部会の役割】
・当初議題の一つとしていた「（仮）市民活動フェア（オープニ
ングイベント）」について、R８のオープニングイベントについて
は実行委員会を設置。
・部会はサポートのみならず、参加主体として、実行委員会に
も関与し、企画提案や運営にも参加可能とする。

資料９

実行委員への参加・連携



令和９年度以降 「（仮）市民活動フェアイベント」等の事業実施・運営のイメージ
資料９



1
庁舎整備担当部庁舎管理担当課

庁舎の緑化状況と区民参加について

１ 庁舎の緑化状況
（１）庁舎敷地の緑化について
（２）東棟屋上庭園について

２ 区民参加について
（１）これまでの取組み
（2）これからの取組み

資料１０



2

１ 庁舎の緑化状況
（１）庁舎敷地の緑化について

みどりの量
・緑被率は東敷地３０％、西敷地４０％、合計３５％

地域に長く息づく自然環境と歴史的なみどりの風景を活用し、持続可能な環境づくりによって長く区民に親しまれる
場を創出する。

東棟屋上庭園

西棟屋上庭園

ケヤキ並木

みずとみどり
の庭園環境

広場のみどり

みどりのスロープ

資料１０



3

１ 庁舎の緑化状況
（２）東棟屋上庭園について

※令和７年９月時点の設計内容です。写真はイメージ。

①東棟屋上庭園の紹介

出入口

維持管理の道具等を保管

・屋上庭園の設計ポイン
ト特徴を口頭で伝える？
→設計者に確認中

資料１０
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１ 庁舎の緑化状況
（２）東棟屋上庭園について

②区民花壇の紹介

図：区民花壇の立上り図 写真：区民花壇の断面図

写真：六方石の写真

土の種類：軽量土壌（火山礫）
深さ：300～400程度

スライド４、５にある散水栓の位置と異なり
ますが、ご確認いただけますでしょうか。
→回答：散水栓は、こちらが最新のもので、
スライド４と５が古い情報でした。失礼しま
した。
元の図面データは直せないものの、修正・加
工しましたのでご確認願います。

資料１０
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２ 区民参加について
（１）これまでの取組み

●本庁舎等整備の基本的方針（世田谷区本庁舎等整備実施設計概要より）
【区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎】
幅広い区民がふれあい、交流することのできる場所として、区民が気軽に立ち寄れ、多様な情報の

共有や憩うことのできる区民に親しまれる庁舎を目指す。

令和３年度 庁舎の木を活かすワークショップ
令和4年度 庁舎の木を活かすワークショップ

残存・移植が困難な樹木等を伐採・処分だけでなく新庁舎の家具等に活用する取組みなど
令和５年度 庁舎の木を活かすワークショップ

庁舎の樹木で制作さした家具の仕上げ作業など
令和５年度 新庁舎屋上庭園に関するワークショップ
令和６年度 東棟屋上庭園に関するワークショップ

作ってみたい花壇についての意見交換など
令和７年度 庁舎の木を活かすワークショップ

庁舎の苗木探し、植栽メンテナンスなど
東棟屋上庭園に関するワークショップ

花壇で育てたい花の紹介カードの制作、花壇の花選びなど

資料１０



6

１ 区民参加について
（１）これまでの取組み

写真：【令和7年度】新庁舎屋上庭園に関する
ワークショップの様子

ワークショップの様子

写真：【令和7年度】庁舎の木を活かす
ワークショップの様子

写真：【令和５・６年度】新庁舎屋上庭園の未来を描こう！ワークショップの様子

写真：【令和３～５年度】庁舎の木を活かすワークショップの様子

資料１０



7

２ 区民参加について

①区民・団体の積極的な参加（企画・活用・運営）

②区民・団体が参加しやすい取組み

区民・団体が、庁舎のみどりや交流スペースを活用して、緑化、みどり啓発イベント、情報発信
などに関する取組みが行える場所。

・登録する団体が広く区民を巻き込んだん事業の展開。
・団体同士の交流の場としての活用。
・団体・区民（区職員も含む）が連携した取組みの推進。

本庁舎基本構想の基本方針や交流拠点運営基本計画の基本方針について、分かりやすくＰＲ
し、活動を知ってもらい広げていけるような取り組みを行っていく。

・これまでの本庁舎ワークショップへの参加者への案内
・本庁舎プロジェクト（ふるさと納税）賛同者への案内
・交流スペースでの情報発信
・オープニングイベントなどの活用
・区のみどりイベントでのＰＲ など

（２）これからの取組み

資料１０
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